
○
建
設
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
五
件
）

3
7

3
6

 35
3
4

6 番
号

住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促

進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
道
路
整
備
特
別
会
計
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適

正
化
に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
道
路
整
備
費
の
財
源
の

特
例
等
に
関
す
る
法
律
案

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

" " " "
衆 先議院

二
、
一
五

二
、
一
五

二
、
一
五

二
、
一
五

六〇
、
一
、
二
五

提
　
出

月
　
日

四
、
一
一

（
予
）

二
、
一
五

（
予
）

三

、
五

（
予
）

二
、
一
五

（
予
）

六〇
、
一
、
二
五

　
　
（
予
）

委
員
会

付
　
　
託
参
　
　
　
議
　
　
　
院

　
　
四
、
一
八

可
　
　
決

　
　
四
、
一
六

可
　
　
決

　
　
三
、
二
八

可
　
　
決

　
　
三
、
二
八

可
　
　
決

六〇
、
二
、

一二

可
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
　
四
、
二
四

可
　
　
決

　
　
　
四
、
一
七

可
　
　
決

　
　
　三、二
九

可
　
　
決

　
　三、二
九

可
　
　
決

六〇
、
二
、
一

三

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

三
、
一
九

二
、
一
五

二
、
一
五

二
、
一
五

六〇、一、二

九

委
員
会

付
　
　
託
衆
　
　
　
議
　
　
　
院

　
　
四
、一〇

可
　
　
決

　
　
三
、
二
七

可
　
　
決

　
　三、二
五

可
　
　
決

　
　
三
、
二
五

可
　
　
決

六〇
、
二
、
八

可
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
　
四
、
一
一

可
　
　
決

　
　
　
三
、
二
八

可
　
　
決

　
　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

六〇
、
二
、
九

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
　
　
考

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件

名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
考

101国
会９

都
市
緑
化
促
進
法
案

藤
原
房
雄
君

外
　
二
　
名

　
（
五
九
、
五
、四
）

五
九
、
五
、
四

継
　　

続
　　

審
　　

査



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
三
件
）

31
2
6

 
24

番
号

日
本
道
路
公
団
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

半
島
振
興
法
案

住
宅
基
本
法
案

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

建
設
委
員
長

　
　
　
（
六
、一二
）

建
設
委
員
長

　
　
　
（
五
、
二
四
）

新
井
彬
之
君

外
　
　
二
　
　
名

　
（
六〇、
四
、
二
四
）

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

六
、一二

五
、
二
五

六〇
、
四
、
二
六

予
備
送

付
月
日

六
、
一
四

六〇
、
五
、
二
八

本
院
へ

提
出
月
日

六
、
一
七

五
、
三
一

六〇
、
四
、
二
六

　
　
（
予
）

委
員
会

付
　
　
託 参
　
　
　
議
　
　
　
院

　
　
六
、
一
八

可
　
　
決

六〇
、
六
、
四

可
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
　
六
、
一
九

可
　
　
決

　
六〇
、
六
、
七

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決－

－　-　　 － 六〇

、
四
、
二
六

委
員
会

付
　
　
託 衆
　
　
　
議
　
　
　
院

　 －
継
　
　
続
　
審
　
査

委
員
会

議
　
　
決

　
　
六
、
一
四

可
　
　
決

六〇
、
五
、
二
八

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
考

昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
道
路
整
備
費
の
財
源
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
の
経
済
情
勢
等
に
か
ん
が
み
、
道
路
事
業
の

　
実
施
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
揮
発
油
税
等
の

　
収
入
額
の
決
算
額
が
予
算
額
を
上
回
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
生
じ
た
決
算

　
調
整
額
を
、
本
来
充
当
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
度
か
ら
一
年
繰
り
上
げ

て
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
道
路
整
備
費
の
財
源
に
充
て
る
特
例
措
置

を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
道
路

　
整
備
費
の
財
源
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
案
は
、
最
近
の
経
済
情
勢
等
に
か
ん
が
み
、
道
路
整
備
事
実
の



実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入

額
の
決
算
額
が
予
算
額
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
決
算
調

整
額
を
、
本
来
充
当
さ
れ
る
昭
和
六
十
年
度
か
ら
一
年
繰
り
上
げ
て
、

昭
和
五
十
九
年
度
の
道
路
整
備
費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
道

路
整
備
緊
急
措
置
法
の
適
用
に
つ
い
て
特
例
を
設
け
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
九
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
進

捗
状
況
、
特
定
財
源
制
度
の
あ
り
方
、
自
動
車
重
量
税
を
め
ぐ
る
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
問
題
及
び
道
路
整
備
に
お
け
る
地
方
負
担
問
題
等
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の

結
果
、
本
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
四
号
）

要
旨　
本
法
律
案
は
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
水
田

の
宅
地
化
に
資
す
る
た
め
、
農
地
の
所
有
者
が
そ
の
農
地
を
転
用
し

て
賃
貸
住
宅
の
建
設
等
を
行
う
場
合
、
融
資
機
関
が
資
金
の
融
通
を

す
る
と
き
は
政
府
が
融
資
機
関
と
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
契
約
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
三
か
年
延
長
し
、
昭
和
六
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置

　
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る

　
と
と
も
に
、
水
田
の
宅
地
化
に
資
す
る
た
め
、
農
地
の
所
有
者
が
そ

　
の
農
地
を
転
用
し
て
行
う
賃
貸
住
宅
の
建
設
等
に
要
す
る
資
金
の
融

　
通
に
つ
い
て
政
府
が
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
旨
の
契
約
を
結
ぶ
こ

　
と
が
で
き
る
期
限
を
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
ヵ
年
延

　
長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化

　
に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、



特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
宅
地
化
を
促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
の
要
請
、
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
し
付
け
の

特
例
に
つ
い
て
の
適
用
期
限
を
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
ヵ
年
延
長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
農

住
賃
貸
住
宅
の
需
要
と
実
績
、
農
住
制
度
改
善
の
必
要
性
、
賃
貸
住

宅
の
質
的
充
実
策
、
土
地
信
託
制
度
の
活
用
と
今
後
の
動
向
、
特
定

市
街
化
区
域
農
地
の
宅
地
化
の
実
績
、
宅
地
化
促
進
と
都
市
農
業
政

策
と
の
調
整
、
線
引
き
見
直
し
の
現
状
と
調
整
区
域
内
の
開
発
問
題

等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲

り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
順
次
討
論
、
採
決
に
入
り
ま
し
た
が
、
農
地
所

有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
は
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化

に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
上
田
耕
一
郎
君
よ
り
反

対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化
に
伴
う
定
地

化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
五
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
宅
地
化
を
促
進
す
る
た

　
め
、
農
地
所
有
者
が
市
に
対
し
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

　
の
要
請
及
び
住
宅
金
融
公
庫
が
農
地
を
転
用
し
て
賃
貸
又
は
譲
渡
す

　
る
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
者
等
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
資
金
の

　
利
率
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
の
適
用
期
限
を
三
か
年
延
長
し
て
、
昭

　
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
二
二
九
ペ
ー
ジ
参
照

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
道
路
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
三
六
号
）

要
旨



　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正

　
　
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
昭
和
六
十
年
度
以
降
三
箇
年

　
間
は
、
毎
年
度
、
一
定
の
地
方
道
路
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
財

　
源
に
充
て
る
た
め
、
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額

　
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
し
て
、
地
方
道
路
整
備

　
臨
時
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
道
路
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正

　
　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に

　
充
て
る
た
め
、
揮
化
油
税
の
収
入
の
一
部
を
、
毎
会
計
年
度
、
道

　
路
整
備
特
別
会
計
の
歳
入
に
直
接
組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
道
路

　
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建

　
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
九
次
道
路

　
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
整
合
の
と
れ
た
推
進
を
図
る
た
め
、
国
は
地
方

　
公
共
団
体
に
対
し
、
昭
和
六
十
三
年
度
以
降
三
ヵ
年
間
は
、
毎
年
度
、

　
一
定
の
地
方
道
路
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
財
源
に

つ
い
て
は
揮
発
油
税
の
収
入
の
一
部
を
道
路
整
備
特
別
会
計
の
歳
入

に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
の
創
設
経

緯
と
対
象
、
国
と
地
方
の
負
担
割
合
、
地
方
の
裏
負
担
対
策
、
財
源

の
特
別
会
計
直
入
方
式
の
是
非
及
び
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
問
題
等
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
別
に
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案

は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
青
木
理
事
よ
り
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
交
付
に
当

た
っ
て
の
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
の
尊
重
等
三
項
目
に
わ
た
る
各

派
共
同
提
案
の
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
本

委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
七
号
）



要
旨
　
　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
、
宅
地
造
成
資
金
貸
付
け
の
対
象
者
の
拡
大

　
　
　
宅
地
造
成
資
金
貸
付
け
の
対
象
者
に
土
地
区
画
整
理
組
合
の
組

　
　
合
員
で
当
該
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
土
地
の
造

　
　
成
を
行
う
も
の
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
。

　
二
、
災
害
復
興
住
宅
購
入
資
金
貸
付
け
の
新
設

　
　
　
災
害
復
興
住
宅
の
購
入
を
対
象
と
す
る
貸
付
け
を
新
設
し
、
そ

　
　
の
貸
付
条
件
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、
住
宅
改
良
資
金
貸
付
け
の
償
還
期
間
の
延
長

　
　
　
住
宅
改
良
資
金
貸
付
け
の
償
還
期
間
を
十
年
以
内
か
ら
二
十
年

　
　
以
内
に
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。

　
四
、
貸
付
手
数
料
の
新
設

　
　
　
公
庫
は
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
か
ら
、
そ
の
貸
付
け
に
関
す
る

　
　
申
込
み
の
審
査
、
工
事
の
審
査
そ
の
他
の
貸
付
け
に
際
し
て
必
要

　
　
な
事
務
に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

　
　
で
定
め
る
額
の
貸
付
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

　
　
す
る
。

　
五
、
公
庫
の
特
別
損
失
に
係
る
補
填
措
置

　
　
　
昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
特
別

　
損
失
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
六
年
度
か
ら
昭
和
七
十
五
年
度
ま
で

　
の
間
に
お
い
て
国
が
交
付
金
を
交
付
し
て
補
填
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
そ
の
他

　
　
役
員
の
任
期
そ
の
他
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す

　
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防

　
寒
住
宅
建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

　
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
者
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
宅
地
造
成
資
金
貸
し
付
け
の
対
象
者
の
拡
大
、
災

　
害
復
興
住
宅
購
入
資
金
貸
し
付
け
の
新
設
及
び
住
宅
改
良
資
金
貸
し

　
付
け
の
償
還
期
間
の
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
貸
付
手
数
料
の
徴
収

　
に
関
す
る
規
定
の
新
設
、
特
別
損
失
に
関
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行

　
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
宅
建
設
戸
数
の
推
移
と
今
後
の
見

　
通
し
、
公
庫
融
資
制
度
の
拡
充
策
、
貸
付
手
数
料
新
設
の
背
景
と
住

　
宅
建
設
へ
の
影
響
、
公
庫
補
給
金
及
び
特
別
損
失
に
係
る
補
て
ん
措

　
置
、
宅
地
供
給
の
促
進
策
、
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
等
に
つ
い
て
質

　
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。



　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を

代
表
し
て
青
木
薪
次
君
よ
り
反
対
の
旨
の
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国

民
会
議
を
代
表
し
て
増
岡
康
治
君
よ
り
賛
成
の
旨
の
、
公
明
党
・
国

民
会
議
を
代
表
し
て
馬
場
富
君
よ
り
反
対
の
旨
の
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
耕
一
郎
君
よ
り
反
対
の
旨
の
、
民
社
党
・
国
民
連
合

を
代
表
し
て
柄
谷
道
一
君
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
増
田
盛
君
よ
り
、
各
派
共
同
提
案
に
係
る
六
項
目
の
附
帯

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

半
島
振
興
法
案
（
衆
第
二
六

要
旨

号
）

　
本
法
律
案
は
、
半
島
地
域
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
等
が
低
位
に
あ
る
実
情
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い

て
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
、
地
域
住
民
の
生
活
の

向
上
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
の
申
請
に
基
づ
き
、
半
島

　
地
域
の
う
ち
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
か
ら
な
り
、
一
定
の
社
会

　
的
・
経
済
的
規
模
を
有
し
、
公
共
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
他
の

　
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
り
、
か
つ
、
産
業
の
開
発
の
程
度
が

　
低
く
、
企
業
の
立
地
の
促
進
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
地

　
域
を
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
一
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
振
興

　
の
基
本
的
方
針
に
関
す
る
事
項
、
基
幹
的
な
道
路
、
港
湾
等
の
交

　
通
施
設
及
び
通
信
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
等
を
内
容
と
す
る

　
半
島
振
興
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

三
、
国
は
半
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
財

　
政
金
融
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
と
と
し
、
ま
た
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
財

　
政
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
促
進

　
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
地
方

　
債
に
つ
い
て
の
配
慮
、
税
制
上
の
措
置
、
地
方
税
の
不
均
一
課
税

　
に
伴
う
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
本
法
の
有
効
期
限
は
昭
和
七
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る



こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
半
島
振
興
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、

　
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
半
島
地
域
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

　
整
備
等
が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
実
情
に
か
ん
が
み
、

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
、

　
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
ろ
う
と
す

　
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
都
道
府
県
知

　
事
の
申
請
に
基
づ
き
、
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
か
ら
な
り
、
一
定

　
の
社
会
的
・
経
済
的
規
模
を
有
す
る
等
所
要
の
要
件
に
適
合
す
る
半

　
島
地
域
を
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。
第
二

　
に
、
そ
の
地
域
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、

　
振
興
の
基
本
的
方
針
に
関
す
る
事
項
、
基
幹
的
な
交
通
、
通
信
施
設

　
の
整
備
に
関
す
る
事
項
等
を
内
容
と
す
る
半
島
振
興
計
画
を
作
成
し

　
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す

　
る
こ
と
。
第
三
に
、
国
は
半
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に

　
関
し
必
要
な
財
政
金
融
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
、
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
財

政
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
促
進
す

る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方

債
に
つ
い
て
の
配
慮
、
税
制
上
の
措
置
、
地
方
税
の
不
均
一
課
税
に

伴
う
措
置
に
関
し
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
本
法
律
案
の
有
効
期
限
は
昭
和
七
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
律
案
の
提
出
者
で
あ
る
衆
議
院

建
設
委
員
長
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
振
興
対
策
実
施
地
域

の
指
定
基
準
、
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ
る
事
項
、
振
興
事
業
実
施
の

財
政
措
置
及
び
半
島
地
域
が
抱
え
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
山
中
郁
子
君
よ
り
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
内
容
が
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
政
府
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
河
本
国
土
長
官
よ
り
反
対

で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
討
論
に
入
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
上
田
耕
一
郎

君
よ
り
、
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に
賛
成
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。



　
討
論
を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
決
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
本

法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
道
路
公
団
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
三
一
号
）

要
旨　
本
法
律
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、

　
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
業
務
上
の
余

　
裕
金
の
運
用
先
と
し
て
、
建
設
大
臣
の
指
定
す
る
金
融
機
関
を
追

　
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
日
本
道
路
公
団
が
、
道
路
債
券
を
失
つ
た
者
に
交
付
す
る
た
め
、

　
新
た
に
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
代
わ
り
債
券
を
発
行
す
る

　
場
合
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
す

　
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
日
本
道
路
公
団
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高

速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
及
び
住
宅
・
都
市
整
備
公

団
の
業
務
上
の
余
裕
金
の
運
用
先
と
し
て
、
建
設
大
臣
の
指
定
す
る

金
融
機
関
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
日
本
道
路
公
団
が
、
道
路
債
券

を
失
っ
た
者
に
交
付
す
る
た
め
、
新
た
に
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
と

な
る
代
わ
り
債
券
を
発
行
す
る
場
合
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
る

こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
律
案
の
提
出
者
で
あ
る
衆
議
院

建
設
委
員
長
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
別
に
質
疑
も
な
く
、
続
い

て
討
論
に
入
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
、
山
中
郁
子
君
よ
り
、

本
法
律
案
に
反
対
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
、
次
い
で
、
採
決
の
結

果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




